
4広報ひかわ  2015.125 広報ひかわ  2015.12

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
よ
り
、地
方

公
共
団
体
は
、毎
年
度
、実
質
的
な
赤
字
や
外
郭
団
体
を
含
め
た
実
質

的
な
将
来
負
担
な
ど
に
係
る
指
標（「
健
全
化
判
断
比
率
」）と
、公
営
企

業
ご
と
の
資
金
不
足
率（「
資
金
不
足
比
率
」）を
議
会
に
報
告
し
、公
表

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
26
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
・
資
金
不
足
比
率
公
表

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

【
用
語
解
説
】

実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
な
ど（
氷
川
町
の
場
合
は一

般
会
計
と
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、

介
護
保
険
特
別
会
計
、後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
）の
実
質
収
支
額（
歳
入

と
歳
出
の
差
引
）が
赤
字
と
な
っ
た
場

合
、標
準
財
政
規
模（
※
①
）に
対
す
る

赤
字
の
割
合
。家
計
に
例
え
る
と
、年

収
に
占
め
る
年
間
の
赤
字
の
割
合
と
い

え
ま
す
。氷
川
町
の一般
会
計
な
ど
に
お

い
て
赤
字
は
生
じ
て
い
な
い
た
め
、実

質
赤
字
比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

※
①
標
準
財
政
規
模

　

自
治
体
が
通
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
に
、必
要
な
経
常
的
な一

般
財
源
を
ど
の
程
度
も
っ
て
い
る
の
か

を
表
す
指
標
で
、地
方
税
や
普
通
交
付

税
な
ど
を
合
算
し
た
も
の
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

（
全
て
の
会
計
の
実
質
赤
字
の
比
率
）

　

町
の
全
て
の
会
計（
実
質
赤
字
比
率

の
会
計
に
公
営
企
業
会
計
の
下
水
道

特
別
会
計
、宅
地
開
発
事
業
特
別
会
計

を
加
え
た
も
の
）の
赤
字
額
と
黒
字
額

を
合
算
し
て
赤
字
と
な
っ
た
場
合
、標

準
財
政
規
模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
、氷
川
町
の

公
営
企
業
会
計
で
も
赤
字（
資
金
不

足
）は
生
じ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、連
結
実

質
赤
字
比
率
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　

氷
川
町
の
平
成
26
年
度
決
算
に

基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
・
資
金

不
足
比
率
は
次
の
と
お
り
で
、い
ず

れ
の
指
標
に
つ
い
て
も
早
期
健
全

化
基
準
、財
政
再
生
基
準
を
下
回

り
健
全
な
状
況
と
言
え
ま
す
。な

お
、公
表
す
る
指
標
は
、①
実
質
赤

字
比
率
、②
連
結
実
質
赤
字
比
率
、

③
実
質
公
債
費
比
率
、④
将
来
負

担
比
率
、⑤
資
金
不
足
比
率
の
５

つ
で
す（
①
～
④
を
総
称
し
て
健

全
化
判
断
比
率
と
言
い
ま
す
）。

実
質
公
債
費
比
率

（
公
債
費
な
ど
の
比
重
を
示
す
比
率
）

　

町
の一般
会
計
の
支
出
の
う
ち
、借
入

金（
地
方
債
）の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ
に

準
じ
る
額（一部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、

公
営
企
業
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の

う
ち
借
入
金
の
返
済
に
充
て
た
と
認
め

ら
れ
る
分
な
ど
）の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
で
、３
か
年（
24
～
26
年

度
）の
平
均
値
。家
計
に
例
え
る
と
、年

収
に
占
め
る
年
間
の
借
金
返
済
額
の

割
合
と
言
え
ま
す
。

将
来
負
担
比
率

（
借
入
金
残
高
の
ほ
か
将
来
負
担
す
べ

き
実
質
的
な
負
債
を
捉
え
た
比
率
）

　

町
の一
般
会
計
な
ど
が
将
来
的
に
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、実
質
的

な
負
債（
借
入
金
の
返
済
な
ど
）に
あ

た
る
額（
将
来
負
担
額
）の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
。家
計
に
例
え
る

と
、負
債
の
残
高
が
年
収
の
何
年
分
に

相
当
す
る
か
を
示
し
た
割
合
と
言
え

ま
す
。こ
の
比
率
が
高
い
場
合
、将
来
こ

れ
ら
の
負
担
額
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、今
後
の
財
政
を
圧
迫
す

る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

（
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額
の
比
率
）

　

公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
資
金
不

足
額（
※
②
）の
事
業
規
模（
※
③
）に

対
す
る
割
合
。氷
川
町
で
は
、下
水
道

事
業
特
別
会
計
、宅
地
開
発
事
業
特
別

会
計
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、い
ず
れ

の
会
計
に
お
い
て
も
、資
金
不
足
額
は

生
じ
て
い
な
い
た
め
、資
金
不
足
比
率

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

健全化判断比率 −％ −％ 9.7％ 30.9％

早期健全化基準 15.00% 20.00% 25.0% 350.0%

財政再生基準 20.00% 40.00% 35.00%

【健全化判断比率】

【資金不足比率】

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「―」と表示しています。 

※資金不足額がないため、資金不足比
　率は「―」と表示しています。

特別会計の
名称

資金不足
比率

下水道事業
特別会計 −％

宅地開発事業
特別会計 −％

は
発
生
し
ま
せ
ん
。

※
②
資
金
不
足
額

　
一
般
会
計
な
ど
の
実
質
赤
字
に
相
当

す
る
も
の
と
し
て
、公
営
企
業
ご
と
に

算
定
し
た
額
。

※
③
事
業
規
模

　

料
金
収
入
な
ど
主
た
る
営
業
活
動
か

ら
生
じ
る
収
益
な
ど
に
相
当
す
る
額
。

早
期
健
全
化
基
準

　

自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。健
全

化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全

化
基
準
以
上
の
場
合
は「
早
期
健
全
化

段
階
」と
な
り
、自
主
的
な
改
善
努
力

に
よ
る
財
政
健
全
化
計
画
を
定
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
再
生
基
準

　

自
治
体
の
財
政
規
模
に
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。健
全

化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
財
政
再

生
基
準
以
上
の
場
合
は「
財
政
再
生
段

階
」（
従
来
の
財
政
再
建
団
体
）と
な
り
、

財
政
再
生
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。ま
た
、こ
の
計
画
に
つ
い
て
は

総
務
大
臣
の
同
意
が
必
要
と
な
り
、国

が
強
く
財
政
運
営
に
関
与
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、一
部
を
除
き
、地
方
債

の
発
行
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、税
金

や
公
共
料
金
の
増
額
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
見
直
し
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
財
政
課  

財
政
係

　

☎
52･

５
８
５
０（
直
通
）

「
道
の
駅
」竜
北
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

２
０
１
５

第
11
回
氷
川
町
文
化
祭

歴
史
と
自
然
を
満
喫
　
秋
の
氷
川
路
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

芸
術
家
集
う
　
氷
川
町
文
化
の
祭
典

　

11
月
１
日
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

ス
タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
す
る「
道
の
駅
」竜
北

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
２
０
１
５
が
開
催
さ
れ
、町

内
外
か
ら
約
２
６
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
新
た
な
コ
ー
ス
と
し
て
、野
津

古
墳
群
を
巡
る
10
・
５
㌔
と
宇
城
氷
川
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
巡
る
５
・
０
㌔

の
２
コ
ー
ス
を
設
定
。参
加
者
た
ち
は
掛
け

声
と
と
も
に
元
気
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、歴
史

香
る
古
墳
群
や
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
を
巡
り
、氷

川
町
の
秋
の
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、コ
ー
ス
上
の
休
憩
所
で
は
、特
産
の

み
か
ん
、昼
食
で
は
、担
い
手
女
性
グ
ル
ー
プ

に
よ
り
、豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、参
加
者
た
ち

は
氷
川
町
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
・
４
日
、第
11
回
氷
川
町
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
に
氷
川
町
公
民
館
で
行
わ
れ
た
芸
能

の
部
で
は
、町
内
の
保
育
園
、中
学
校
や
各
種

団
体
・
個
人
が
、吹
奏
楽
・
太
鼓
な
ど
の
演
奏
、

太
極
拳
、ダ
ン
ス
、日
舞
、コ
ー
ラ
ス
な
ど
を
披

露
。見
事
な
演
技
に
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、宮
原
体
育
館
で
は
、２
日
間
に
わ
た

り
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、絵
画
や
陶
芸
、書
道

な
ど
の
作
品
が
会
場
に
ず
ら
り
と
並
び
ま
し

た
。力
作
揃
い
の
作
品
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、

足
を
止
め
、熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

▲みかん畑をバックに

▲竜北中学校吹奏楽部の壮大な演奏

▲特産みかんでおもてなし ▲歴史香る古墳を臨んで

▲太極拳の優雅な動き ▲囲碁の部も白熱 ▲ずらりと並んだ芸術作品


